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　知的好奇心は，能動的な学習を支え環境適応を支援し，生涯にわたり重要な役割を果たすと考えら

れる。しかし，子どもを対象とした知的好奇心の実証研究は限られており，特に他者との関係のよう

に社会的文脈の影響についてはほとんど知られていない。本研究では，好奇心の発達過程における社

会的文脈のなかでもピアの影響を調べるために，好奇心を駆り立て情報探索を促す行動実験課題を使

用し，実験心理学の手法によって好奇心とピアとの関係や心理指標（特性好奇心，自己効力感）の特

徴を明らかにすることを目的とする。調査では，3-6歳児がピア条件もしくは単独条件のどちらかの

条件において行動実験課題に参加し，情報探索に対する自己効力感を評価する。また，養育者は，子

の特性好奇心の質問紙に回答する。本研究は，子どもの好奇心に関連した認知神経メカニズムの解明

および好奇心を育むための教育実践の構築への筋道を示すことを目指す。
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Abstract

　　Epistemic curiosity plays an important role in active learning and environmental adaptation in 

life. However, there is limited understanding of how curiosity is related to the developmental process 

among young children. Especially, little is known about the relationship between curiosity and social 

context such as relationships with parents and peers. The current study examines whether a social 

cue̶peer existence promotes information exploration engagement in young children. Using a between-

subjects design, children （3-6-year-olds） participate in information-seeking tasks and report their 

self-efficacy in a peer condition or a single condition. Participant’s parent answers the children’s trait 

epistemic curiosity questionnaire. We examine the relationship between behavioral exploration, trait 

curiosity, and self-efficacy. This study aims to provide new insight into the cognitive mechanisms of 

curiosity and establish a pathway for effective educational practices to promote children’s curiosity.
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参加者

　日本に住む３歳 -6歳の幼児とその養育者を対象とする。本研究では，幼児の実験課題参加時にピ

アが存在するピア条件と実験課題参加時にピアが存在しない単独条件において参加者間で情報探索に

有意な差があるのか，また，情報獲得に対する効力感に有意な差があるのかを明らかにすることを

目的とする。参加者は，ピア条件もしくは単独条件のどちらかに参加する。サンプルサイズは，中程

度から大程度の効果量と仮定して，検出力 80％で有意な群間差を見つけるには，１条件あたり約 26
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方　法

問題と目的

　生得的に備わっている「知りたい」という欲求 “ 知的好奇心（以下，好奇心）” は，ヒトが知識を

獲得し適応していくために欠かせない。また，好奇心はウェルビーイング （Wang & Li, 2015），創

造性，問題解決力に関連することが示唆され（Hardy et al., 2017），生涯にわたり重要な役割を果た

すと考えられる （Sturmberg, 2021）。好奇心は，新しい情報の獲得や曖昧さを解消するために情動的

に高まる情報の探索欲求であると定義され，情報探索を駆り立てる （Berlyne, 1954）。また，新奇な

情報の獲得欲求（Interest type好奇心，I-type好奇心）と，特定の情報の獲得欲求（Deprived type好

奇心，D-type好奇心）に分けられる （Litman, 2008）。特に，予測していた情報と新しく獲得した情

報との間に誤差（予測誤差）・情報のズレを知覚すると，情報探索欲求が駆り立てられると考えられ

てきた （Loewenstein, 1994）。さらに，近年の研究においては，予測誤差を知覚したのち，自身が予

測誤差・情報のズレを解消する能力あると評価した際に探索が促進されることが提唱される （Gruber 

et al., 2014; Gruber & Ranganath, 2019）。

　「他者との関係」のような社会的文脈は，好奇心の高まりに関係することが示唆されてきた。例えば，

養育者の応答的な態度と幼児期・児童期の子どもの好奇心とに有意な正の相関関係があることが報告

される（Iwasaki et al., 2023）。また，4-5歳では，ピア（同世代の仲間）の存在が自己効力感を高め，

問題解決を促進する （Master et al., 2017）。さらに，幼児期から児童期における発達過程において，

ピアからの影響が大きくなることが示唆されている （Kachel et al., 2018; Stengelin et al.） 。しかし，

ピアからの影響が好奇心にどのような関係があるのかは明らかとなっていない。

　本研究では，幼児期においてピアの存在が問題解決にたいする効力感を高めるという関係に着目

し，情報探索においてもピアの存在が効力感の高まりに関連し，情報探索を促進しうるのかついて検

討を行うことを目的とした。具体的には，本研究の目的は，１）幼児の情報探索がピアの存在によっ

て高められるのかを明らかにすること，２）ピアの存在が，情報探索に対する効力感を高めるのかを

明らかにすることである。
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人（もしくはグループ）（合計 n > 52）を計画する （Erdfelder et al., 1996）。実験参加者の養育者に

インフォームドコンセントをとった後に，参加者は実験に参加する。

実験手続き

　実験参加者の養育者が自身の子の特性好奇心についての質問紙に回答する。実験課題はすべて，子

どもの所属する教育機関の部屋もしくは，オンラインで参加者が１人（単独条件）もしくは，2人（ピ

ア条件）で参加する。

調査内容

　探索行動　幼児は曖昧性の程度 （Jirout & Klahr, 2012）・情報探索の困難度 （Meder et al., 2021） 

を操作した探索課題に参加する。探索課題では「曖昧性の選好」「探索量」「探索の持続性」から探索

を量的に評価する。

　特性好奇心　実験課題参加者の養育者が幼児・児童向け好奇心質問紙 （Iwasaki et al., 2023; 

Piotrowski et al., 2014） に回答する。日常に観察される特性好奇心（I-type好奇心 / D-type好奇心）

の個人差を測定する。

　自己効力感　課題における情報獲得に対する効力感についての質問に回答する。具体的には，幼児

の自己効力感を検討した研究を手本とし （Master et al., 2017），「あなたは情報を見つけることがで

きると思いますか。」という質問に 6件法で評定する。

分析計画

　曖昧性の選好・探索の持続回数などの探索，また，効力感がピア条件と単独条件とで異なるのかを

調べるために t 検定を用いる。また，変数間（月齢，探索，効力感，特性好奇心）の関連を確かめる

ために相関分析を行う。

倫理的配慮

　本研究は，著者の所属機関の倫理委員会の承認を受けている（承認番号：3-P-30）。

現在の進捗状況と今後の予定

　ピアの存在するピア条件と，ピアが存在しない単独条件それぞれの条件下での探索行動を評価する

予備実験が終了した。結果を踏まえて実験手続の修正し 2024年 2月より本実験を開始予定である。
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